
第４学年４組 算数科学習指導案 
 

１ 単元 広さを表そう 

２ 目標 

〇 面積の単位や、長方形や正方形の面積が公式を使って求められることを理解し、求積公式を使っ

ていろいろな図形の面積を求めることができるようにする。 

〇 面積の単位や図形を構成する要素に着目し、図形の面積の求め方や面積と長さの関係を考えるこ

とができるようにする。 

〇 学習内容や求積の過程を振り返って、自分の考えを付加・修正・強化したり、友達と交流したり

しながら自分の学びを調整することができるようにする。 
３ 単元計画（１４時間） 
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１ まわりの長さが同じ図形の広さ比べをする。 

○ まわりの長さが同じ花壇の広さを比べる。 

２ 単位のいくつ分の考えを使って、広さを比べる。 

〇 じんとりゲームをして、広さを比べる。 

 

 

 

３ 面積の意味や面積の単位を知る。 

 〇 長方形と正方形の広さ比べをし、その表し方を考える。 

○ まわりの長さが同じ

で、広さの異なる図形

を比べることによっ

て、面積の概念を理解

できるようにする。 

行 

う 
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４ 長方形と正方形の面積を計算で求める方法を考える。 

〇 面積を計算で求める方法を考え、公式をまとめる。 

５ 長方形の辺の長さと面積の関係について考える。 

 〇 面積から辺の長さを考える。 

６ 長方形を組み合わせた形の面積の求め方を考える。 

〇 分割、補完、移動、倍積の考え方を使って、面積を求める。 

〇 いろいろな形の面積の求め方を考える。 

  ・ 前時と同様の図形を提示し、複合図形の面積の求め方を振

り返る。 

・ ３つの図形を提示し、どの面積を求めるのか選択する。 

  ・ 全体交流をし、長方形や正方形にすることで面積を求めら

れることをおさえる。 

７ 広い面積の表し方を考える。 

 〇 大きな面積を表す単位を知る。 

８ ㎡と㎠の単位の関係を考える。 

〇 １㎡が何㎠かを考える。 

９ さらに広い面積の表し方を考える。 

 〇 市町村や都道府県などのさらに広い面積の表し方を知る。 

1０ 大きな面積の分かりやすい表し方を知る。 

 〇 aや haなど元になる正方形の１辺の長さを変えたいろいろ 

な単位があることを知る。 

1１ 面積の単位とその仕組みを調べる。 

〇 長さの単位の関係との違いを話し合い、まとめる。  

○ １㎠がいくつ分かを

数えることによって、

辺の長さと面積の関係

に気付き、公式を考え

ることができるように

する。 

○ 内容選択をすること

によって、分割、補完、

移動、倍積の考え方の

よさを実感することが

できるようにする。

（ICT） 

〇 大きな面積の単位を

知ることによって、こ

れまでより大きな面積

を表すことができるよ

うにする。 

 

○ 面積の単位と長さの

単位の関係を考えるこ

とによって、面積の単

位は、長さの単位を基

にしていることを理解

できるようにする。 

振 

り 

返 

る 
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1２ 身の回りにあるものの面積を調べる。 

〇 調べたい物を探して、予想を立てた後に、面積を求める。 

1３ 振り返り 

 〇 確かめの問題に取り組む。 

〇 身の回りのものの面

積を求めることによっ

て、面積を求めるには、

辺の長さが大切である

と気付くことができる

ようにする。 

 

単元のめあて：複雑な形の図形も広さを比べることができるよ 

うになろう。 



４ 主眼 

 複合図形を選び、分ける、補う、組み合わせる、移動させることで長方形や正方形の形を作り、

複合図形の面積を求めることができるようにする。 

５ 本時過程 自己選択・自己決定の場（つなぎタイム） 
段

階 学習活動・予想される児童の反応 手立て（○）と評価（◇） 
配

時 

導
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１ 複合図形を基に、前時の学習を振り返る。 

 〇 提示された複合図形から、面積の求め方を話し合う。 

         

 

 

〇 ３つの図形から、本時学習のめあてをつかむ。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 複合図形の面積を求める。 

〇 根拠を基に、どの図形の面積を求めるのか選択する。 

【内容選択】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【個別と協働の一体的充実】 

・ 個別で考えたことを同じ図形を選んだ友達と話し、自

身の考えを付加・修正・強化する。 

・ 同じ図形を選んだ友達と解決方法を交流し、それを基

に問題を解決する。 

３ 面積の求め方を全体で交流する。 

 ○ 図形をどのように分けたり、補ったりして求めたのか

交流し、面積の求め方の見方、考え方を広げる。 

 

 

 

４ 学習を振り返り、自分の学びを評価する。 

 ・ 分ける方法しか思いつかなかったけれど、同じ図形 

を選んだ友達と交流したことで、補う方法の方が簡単だ

と気付くことができた。 

 

〇 自らの課題に合わせて学

習内容を選んだり決めたり

できるように、前時での振

り返りを想起させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 選んだ図形に書き込みな

がら考えたり、それを基に

交流したりすることができ

るように、図形を用意す

る。 

 

○ 誰がどの問題を選んだの

か分かるように、画面上に

解いている問題を映し出

す。（ICT） 

 

◇ 根拠を基に図形を選び、

長方形や正方形を作って、

面積を求めようとしてい

る。  〖思・判・表〗 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 どの図形も、正方形や長

方形に変形すれば、面積が

求められることに気付ける

ように、全体交流をする。 

 

〇 自分の学びについて評価

することができるように、

振り返りの視点を示し、振

り返りを書く場を設定す

る。 
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図形の面積を工夫して求めよう。 

長方形や正方形の形を作れば、面積を求めることが

できる。 

①       ②        ③ 

大きな長方形

を作ると、簡単に

求められそうだ。 

根

拠 
長方形二つに

分けられそう。 

内

容    

分ける 補う 組み合わせる 移動させる 

同じ形を組み

合わせるとよさ

そう。 

・分ける ・組み合わせる 

・補う  ・移動させる 

３×６＝１８  

１８×２＝３６ 

答え ３６㎠ 

５×７＝３５ 

３×３＝９ 

３５－９＝２６

答え ２６㎠ 

３×８＝２４  

２４÷２＝１２  

答え １２㎠  

６×６＝３６ 

答え ３６㎠ 


